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Abstract

AccordingtothegovemmentguidelinesfbrteachingbytheMinistryofEducationmJapan,theaimofphysical

educationinschool,inprimaryschoolis‘‘Tbgrasptheconceptwithboththemindandthebody,1hroughappropriate

exerciseexpenencesandtheunderstandingofheaｌｔｈａｎｄｓａ企tybwhilefbsteringafbndnessofexer℃ise,nurturingnatural

abilities,educatingOntheincr巳aseinphysicalstrEngthsaswellashealthmaintenance,andonbehaviormanagementfbra

fimandcheerfi】llifbstyle,"a能exprcssed､Injuniorhighschool,1hroughparticipationinpmcticalexerciseactivelydevelopa

bondwimexercise,educatinginlhepmcticeof歴alpowerdevelopmentandinthepmg雁ssinhealthmaintenancceducation，

leadingtoabehaviorhabitsofanafHuentli企,fimhermoreinhighschoolthroughincreasedumderstandingofhealth,safbty

andexerciseleadonetoplanarichandvibrantlifbstyle,”iswrittentosuche錠ct・

ItseemsthatthiskindofpIYlcticeoffimessdevelopmentandraisingattitudebecomethekeyrole・Butthecontentsofthe

govem願entguidelinesfbrteachingarenoteasytoumderstandandlackconc礎teness,whichleavesthelevelofdailyexercise

habilsandmovementskiI1spracticeilmeedofdevelopment，

Sugiyama（2002）emphasizesthatmeaimofphysicaleducationinschoolistoimpmvephysicalatnributeslikequick

moveｍｅｍｓ,skillfmlmovements,dynamismandenduranceandtoinspiretheideaofmaintainimgamdprogressingone，s

healthandiimess,alsotoactivelypmcticeexer℃ise＆movcmentdrillsandSportsrespectivetoone，sagethmughoutlifb，

Exer℃iseandsportsa肥enjoyableinlhemselves,essentiallybecauSelheyarea配leasefiomwork,But,thereareelements

ofdifYicul恥enduring,conquering,Patience,Challenging・Ｈｏｗｍｕｃｈｐｏｗｅｒｄｏｙｏｕｈａｖｅｔｏｍｏｖｅｏｒｈoldoutinfitnessas

human？ItisveryimportanttomeasuremanyelementsofhumanabilityinthepmcticeofphysicaleducationandsportS

tmining・ChildrmandpupiIscanthenconfirmtheirownpersonallcvelsofexeI℃iseandmovementabilityfbrthemselves，

allowingthemtoconfIrmtheirtmepersonalitiesatthatpoint､Whenmusclescontmctandjointsa1℃bentandphysical

movementispcrfbrmed,onesmobilitylevelisabletobeseenclearlya筋dcanbemeaSurcd，

WecanplayfiEelyusingvanousmovements,withlhis齢edomthereexistsvalueinbcingadc】icatehumanmachine･

WhenmovementandactionareabletobepeIfbrmedskillfUllybHuentlyanddynamicall孔wecanfbeldeeplyimp配ssedby

thehumanbody，sabilitiesand伽dafascinationinalifbmllofmovementandexer℃ise,sportsand6tness．
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キーワード：体育の独自的機能健康体力

運動学習協応能

はじめに

2009年８月２７日に広島大学で開催された日本体育

学会第60回記念大会で,中教審答申「学士課程教育

の栂築に向けて」に対して,専門体育,教養体育およ

び私学経営の立場から「学士課程教育」や「学士力」

を再考するシンポジウムがあった.近年，日本の大学

教育において.学生に何を学ばせ,学生にどのような

、力がついているのかわかりにくいという声があるとい

うのである．

かつて,Ｍ,Ｗ,Randall（1966）たちは，イギリスの

新しい教育学士養成制度の中で体育が専攻課程とし

て承認され，「新制度の期待する体育教師なら誰しも，

実践的指導力の向上に努めるだけでなく，心理学や生

理学や社会学といった主要学問領域に対しても強い向

学心を燃やすであろうと信ずる」と述べている．そし

て,体育の主要目的を（１）身体運動，（２）スキル

の独得，（３）喜びと満足，（４）バランスのとれた身

体発達，（５）性格と人格の形成としている．（加藤橘

夫監訳1979）

2008年度改正の日本の文部科学省学習指導要領に

よる学校体育の教育目標は,小学校では，「心と体を

一体としてとらえ,適切な運動の経験と健康・安全に

ついての理解を通して,運動に親しむ資質や能力を育

てるとともに.健康の保持増進と体力の向上を図り，

楽しく明るい生活を営む態度を育てる｣としている.中

学校では運動の合理的な実践を通して積極的に運動に

親しむこと，健康保持増進のための実践力の育成や明

るく豊かな生活を営む態度を育てる，高等学校では，

健康・安全や運動についての理解,生涯にわたって計

画的に運動に親しむ,豊かで活力ある生活…と文言を

変容させている．このように運動に親しんだり，楽し

く・明るく豊かな,豊かで活力ある生活,豊かな生活

を営む態度…を育てることが体育の教育目標なのであ

ろうか.このような主観的な日本の指導要領は現場に

とって極めて理解し難く，具体性に欠けるため,未だ

日常生活における，国民の運動・スポーツ実践の水準

が低く進展が見られないのである．

著者の学校体育の教育目標は,生涯を通して,年齢

に応じて,運動・動作が素早く，巧みに,力動的に,持

続的にできるような人間としての身体教養を修得し

人格を高めること，運動・動作の実践と健康・体力の

保持増進の思想を育て,生涯にわたって運動・動作や

スポーツを実践する生活習慣を育てることである．本

稿は,長年体育教育に携わった経験から,学校教育に

おける体育やスポーツのねらい‘役割あるいは機能と

|いった観点から著者の考えをまとめてみた．

Ｉ，健康・体力の基本的考え方

A,健康の定義

WHO（世界保健機関）の健康の定義は次の通りである．

Healthisastateofcompletephysical，mentaland

socialwell-beingandnotmerelytheabsenceofdisease

orinnrmity,ThebibliographiccitationfbrthiSdefinition

is：PreambletotheConstitutionoftheWOrldHealth

OrganizationasadoptedbythCIntemationalHeaIth

ConfbrBnce,NewYbrk,ｌ９Ｊｌｍｅ－２２Julyl946：signedon

22Jﾘlyl946bytherBp唾sentativesof61States（OHicial

RecordsoftheWbrldHealthOIganization,No.２，ｐ､１００）

andenle唾dintofbrceon7Aprill948,Thedefinitionhas

notbeenamendedsincel948．

「健康とは完全な肉体的,糟神的及び社会的福祉の

状態であり．単に疾病または病弱の存在しないこと

ではない」…この定義は1948年以来改正きれていな

い．（厚生労働省訳）

朝比奈（1979）は健康の定義について次のように述

べている.ＷＨＯの定義では．「病気でも虚弱でもない

ことが第一条件であって,そのうえ,社会的にも調和

のとれた生活ができる心身の状態」ということにな

ろう．したがって，「健康」というものの価値は，「健

康」といわれる心身の状態そのものにあるというより

も,むしろ「健康」にともなう,あるいは「健康」で

なければできない充実した人間活動.即ち.『健康生活』

にあるといえる．恩師萩原仁（1993）は広島大学教

授定年後に故､郷長崎県鷹島での診擦に従事し，「疾病

指向」ではなく，予防や健康づくり，即ち「健康志向」

を理念とした島民の健康生活の充実に情熱を捧げた．

生理学的にみると，人体は無数の細胞から成り立っ

ていて,常に細胞分裂を繰り返し,新しい細胞で再栂

成し，旧い細胞は老廃物として体外に排出されてい

る.細胞分裂が活発に行われている状態を新陳代謝が

良いといい,良い健康状態が維持されている状況であ

る．

この状況は,栄養,運動,休養の３条件が充足し､バ

ランスが維持されており，精神的ストレスのない安定

じた心の状態も維持していることを意味する．このよ

うなより良い健康状態を維持していくことによって，

児童や青少年の成長が促進される．また，ヒポクラテ

スの時代の医学の原理は.人体内にある血液（火），黄

胆汁（風），黒胆汁（地），粘液（水）の四種の体液が

あって,血液は興奮性.黄胆汁は短気,黒胆汁は憂うつ，
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体育・スポーツの独自的教育機能

粘液は冷静をあらわす.この四種の調和がとれていれ

ば健康であるが.この調和が破れると病気になるとい

う．この体液説はいろいろと批判をうけたが.調和とい

うものの重要さは現在の人間活動の源泉として通用す

ることである．このように,いろいろな状況から健康の

意味を考えてみると，栄養はエネルギー源としての食

物から摂り込み,迎動に必要な筋収縮のエネルギー源

となる.筋肉の収縮によって関節を動かし身体運動を

引き起こし,多様な運動刺激に適応して筋機能や呼吸

循環機能を高める.運動の継続によって身体の機能は

向上し発達していく動休養によって精神的ストレスの

回復や運動で消費したエネルギーの回復と同時にエネ

ルギーを身体に貯える能力を高めていく．日本の戦時

中のように栄養が不十分なときは,成長が抑止され身

長の伸びが悪くなり，病原菌に対する抵抗能力が低く

なることが証明された.現代のように高度経済成長と

機械化による生活の利便化は,運動不足を引き起こし，

人間の成長発達に影響を及ぼすこと，特に生活習慣病

で「死の四重奏」と言われる肥満症,高血圧症,高脂血

症や糖尿病,そして心臓病や狭心症の原因は運動不足

が強く影響することが明らかとなってきた.このよう

に栄養,運動,休養という健康条件のサイクルにおける

バランス・調和は健康の保持・増進に重要な要因とな

ることが明らかである．この調和は体力の増強にも重

要な必要条件となる．

Ｂ，体力の定義

体力の定義について多くの研究者が述べている．日

本では福田,猪飼（1967）の定義がよく用いられてお

り（Figl）次のようにまとめている．体力には精神と

肉体との両者が含まれており．これを全く別々に論議

することはあまり意味がない．しかしこれと逆に，い

くら精神が働いても，肉体が弱くては思うような仕事

はできない.あたりまえのことではあるがいつも考え

の中にいれておかなくてはならないことである．した

がって,体力には精神的要素と身体的要素という二つ

を含ませるのが適当と思われる．精神的要素の強い人

は自分の持つ身体的要素を有効に活用できるし，これ

に反して精神的要素の弱い人は。自分の持つ身体的要

素を十分に活用できない．日本古来の武道ではi精神

的要素を極度に強めることを研究したもののようであ

る．生命のやりとりという，極めて緊迫した境地を想

定しての修練だから．こうした生き方が生まれてきた

のであろう．ところが現代の生活では,精神的要素を

強めるという修練の機会は,スポーツなどを除けば極

めて少なくなった.身体的要素は身体を栂成している

器官やその機能がいかにしっかりできており，いかに

よく活動するかということである．ところが.先にあ

speed）

Fig.１福田・猪飼の体力構成図

（福田の案を猪飼が補充）
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げた精神的要素というものも，もとをただせば脳の活

動であり,脳は身体の器官なのだから，身体的要素の

範庸にはいるわけである．

また見方を変えれば,体力というものには，どんな

困難一精神的,身体的困難,あるいはストレスーがふ

りかかってきても，一方にはこれに耐え抜いていくと

いう性質のものがある．これを防衛体力とよぶことが

できる．精神的ストレスには,いろいろの梢緒的な混

乱を呼び起こすような不快や嫌悪の感情を引き起こす

ものもあろう．あるいは.身体的ストレスが間接的に

精神的ストレスを引き起こすこともある．たとえば，

冬山で,雪穴のなかで吹雪を避けているような場合，

からだが冷え,飢えの感覚がひしひしと身に迫ってく

るが,こうしたときに精神的ストレスは極めて強いも

のになってくる．こうしたストレスに耐えることがで

きる程度には個人差があろうし，この個人差は,それ

までの修練によって相当に変容してきたものに違いな

い．日常生活でも，仕事の負担が情緒の持続的興奮を

起こし，この持続に耐えられなくなると，神経衰弱と

か神経症になる．これは,鞘神的要素の防衛体力が弱

い人である．もう少し広く考えてみると,寿命という

ものも一つの防衛体力である．生命を維持するために

は,いろいろのストレスに対して防衛していかなくて

はならない.同じような環境でも，平均寿命は女子の

方が男子よりも長いのが一般である．こうなると，女

子の方が男子よりも総合的な防衛体力が上だというこ

とになりそうであると説明している．

猪飼はさらに,意欲を生む傭動脳として,人間が外

部にはたらきかけるために必要な体力を行動体力と定

義した．これも精神的要素（意志,意欲.判断）およ

び身体的要素(敏捷性,筋力,パワー,持久性,平衡性，

協応性.柔軟性）の両面を含んでいるとし.意欲は自

分の行動に大まかな方向を与えるもので,おそらく，

情動脳と称する大脳辺縁系や間脳から生まれるのであ

ろうと猪飼は述べている.創造性にもつながると思わ

れる意欲というものは判断や意志にくらべて．もっと

未分化のものであり．その人の持って生まれた個性を

強く反映したものである．判断は大脳の高度に発達し

た大脳半球の皮質において行われ､ここに集まってく

る視覚,聴覚,触覚,温度感覚.力覚;位極感覚や痛覚

などの情報をもとに総合的に事態を把握する働きであ

る．この判断によって自分の態度が決まり行動に移そ

うとする．ここに明確な方向がでてくる．それは意志

である．

さらに,猪飼は,身体的要素一行動体カー機能に含

まれる筋力.パワー.持久性の３要素を挙げ,エネル

ギー的側面から見た体力の三次元展開図を作成しス

ポーツ選手の特性や体力の衰える方向を示した.また．

反射と意志に関わりサイバネティックスからみた体力

の三次元展開図を作成し,筋力を発揮する強さの調節

(Grading），力を発揮する時間配圃（Timing），どの

ような筋群を使うかの空間配圃(Spacing)から器用さ，

巧みさ（調整能力）に関わる神経一筋の連関機能の関

係を作図した．

ドイツのネッカーは,体力の構成を身体の器官から

見た（１）神経系（２）筋肉系（３）心臓・循環・呼

吸系に分類した.石河（1962）は体力を（１）行動力

と（２）抵抗力に大別し,前者では,行動を起こす能力，

持続する能力，コントロールする能力に分類し,後者

では生物的,生理的および精神的ストレスに耐える能

力に分類している.宮下（1980）は体力を（１）行動

的側面と（２）防衛的側面に大別し,前者でエネルギー

の産生水準からハイパワー,ミドルパワー,ローパワー

とし,後者では環境の変化や刺激に対する免疫,恒常

性,強靭性に分類している．

朝比奈（1981）は人間個人（人格）を身体特性と精

神特性から捉えている（表１）．身体特性の中で,健

康と直結する行動的要素と維持防衛的要素に分類して

いる.行動的要素では人体の構造または体格（骨格・

筋）．エネルギー系,調節操作系とし,その下部に運動
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能力（狭義の体力）を配置しているよ維持防衛的要素

は,耐病性.反応性,順応性,回復力,再生力などを含

むとしている．一方,精神特性は先天性（内向・外向

などの性格及び判断・決断・集中などの精神機能）と

獲得性（興味・関心・噌好などの意欲と知識・経験・

思考法などの教育に分類している．これらの分類は個

人の健康水準,動機の内容や環境の影響によって運動・

動作行動が変容することを表している．個人に内在す

るこれらの要素の調和がなければ．人格の形成にも行

動の遂行にも良い結果は得られない.即ち,朝比奈は，

健康と体力とは本質的に互いに分離できない概念で

あって,健康であるためにはある水準以上の体力がな

ければならないし，また体力の十分な発揮にはまず健

康でなければならないのである．したがって「健康と

はその人の持つ体力を十分に発揮できる心身の状態で

ある』という定義も成り立つとしている．

Ⅱ；体育の独自的教育目標は何か？

国民教育を行う学校教育において,体育独自の教育

目標は何であろうか.他教科に見られない体育の独自

的教育機能は何なのであろうか.冒頭で日本の文部科

学省学習指導要領による学校体育の教育目標を記述し

たように,極めて抽象的な表現となっている.2009年

に体育学会創立60周年を迎えたが,この半世紀の間

に,教育現場において.人間の発育発達段階に応じた

表２他教科に見られない体育の独自的教育目標（杉山允宏２０１０）

1.lmprovementandDeveIopmentofMotorControlAbiIity
運動制御能力（調整力）の発達と向上をめざす。

（視・聡・触覚などから悩報入力）知虻神経→脳→運動神経→効果器（筋:運動・動作発現）

（A)多種多様な運動・動作の経験と実践（神経一筋系の連関機能の発達と向上）

どのような運動・動作のコントロール能力がどれくらい発達しているか。

（B)学年が上がるとともに巧みで敏捷な運動・動作の拡大と持続を促進させる。

神経一筋系機能を高めるような運動やスポーツ的ゲームの教材を工夫・選択する。

２．lmprovementandDevelopmentofPhy5imlWorkingCapadty(Phy5kalFitne55）
身体作業能力（体力）の発達と向上をめざす。

（A)基礎的体力の向上と拡大

（B)瞬発的および持久的運動・動作の持続・維持・拡大

筋力、スピード、パワー、平衡性、柔軟性、協応性、持久性といった狭義の体力の要素を高め

るような運動刺激教材を工夫し、必要に応じて選択する。

３．１ｍprovementandDeveIopmentofMentaIEndu埴nEeandEmotionaIAbility
精神的持続能力及び情動能の発達と向上をめざす。

（A)耐える、我慢する、克服する、頑張る、挑戦する、判断する、決断する、やり遂げるなどの意欲、

意志､判断力､忍耐力、達成感や勇気などの発達と向上が期待される。

４．CuItivateaCooperativeSpiritandleadership

協調性・協力性の精神および率先性や指導性（リーダーシップ）を培う。

体育・スポーツ教育では一人で行うことは全くないので、ティームや仲間とのコミュニケーショ

ン､協力･協調の精神、相互の学習・注意や指導などの率先した行動力を高めることが期待される。

５．StudyfbrExeKiseandSportsCuIture,SportHisto印ａｎｄＲｕｌｅ
運動・スポーツ文化、歴史、ルールを学ぶ．

（A)地方及び日本の文化・風土と運動・遊びの学習。

（B)運動・スポーツの歴史やルールの学習。

その地方に伝承されている運動・スポーツ文化の学習や継承、運動会や祭り文化の経験、また、

いろいろな遊びやスポーツの鑑賞やルールを学ぶ。

教師の研鋼：ThethecryofMotorLeaming運動学習論
上記の体育の教育目標の中、国民が平等に学ぶことのできる学校教育では１と２は欠かすことの

出来ない具体的目標であり、３，４は極めて期待きれる具体的目標、５は書物、ビデオ、マスコミや
教育番組、社会体育やスポーツ教室など学校以外の環境で、個人的に学習できるし、地域や異なった

スポーツ集団と協同的学習ができるが、５も学校で平等に指導されるべきことである。即ち、体育の
独自的教育目標は身体を用いて運動・動作がいかに巧みに、瞬発的に、素早く持続的にできるように
なるのか、そういう身体（人格）を作るための運動学習をどのように行うかという教育作用の中にあ
り、人間としての身体教養を高めることにある。従って、他教科と同様に下記の弛まぬ教師の研讃が
必要となる。

（１）個々の運動学習に最適な運動教材、スポーツ教材の工夫などの教材研究．

（２）展開する授業の内容や指導法などの授業研究．

５



６
杉山允宏

具体的な体育の実践方法と内容が示されていないので

ある．この20年間の学習指導要領における体育教育

目標の変化の特徴は「楽しく」「楽しさ」「ふれあい」

や「からだほぐし」などといった体育教育目標に直結

しない表現が強調されてきている．これらについては

いろいろな考え方があるので,本稿での論議は避ける

が｡華者は身体活動を伴わない体育教育は成立しない

と考えているので，もともと体を動かすということ自

体は,開放感があろうし,だるい,疲れる,難しい,巧い，

やさしい,面白い,楽だ,スカッとする,きつい,楽しい，

得意といったような人間の感情的・憎緒的な感覚を

伴った状況を包含している．著者が愛媛大学に転任し

て32年間は,体を動かす学習の場となる体育の教室．

実験室でもあるグラウンドや体育館やプールを死守す

ることの戦いの連続であった;大学体育は３期必修で

あったが１期となり，それでもなお必修としての価値

を訴え続けている.体育はいらない,遊びである,部活

動で良いなどという体育不要論を不用意に発言する身

体教養の低い学校教員,大学人が多い.そういう人た

ちの人間教育観を疑うと同時に憂うものであるが,個

人が生涯にわたって健康な身体と精神を発達させ,身

体教養を維持・管理することの重要性を認識できる教

養の高い国民の育成が必要である．人間教育は古来か

ら,知・徳・体と言われる様に,人間としての高い教

養を培うことが生涯教育である．基本的に心身が最適

に発育・発達しないと．知育や徳育に影響するし,個

人の人格に適した身体教養の維持・管理を疎かにする

と，身体機能は疲れ,衰え,やがて日常生活行動水準

が低くなり.Bedrestへと導かれていくのである.筆者

は学校における他教科に見られない体育の独自的教育

目標を表２のように分類している．

Ⅲ，運動しないとどうなるか（生体への影響）

１，神経一筋の連関機能への影響（Reductionof

PerceptualandMotorControlAbility）

人間の知覚神経一運動神経一筋系機能の発達は

重要であり。日常生活における知覚一運動・行動

の基礎となる筋の萎縮（筋飛景の減少）で力が出

せなくなるが.使えば発達・向上・維持が促進さ

れる.収縮力の低下,収縮速度の低下.グリコーケ

ンの減少,筋持久力・巧綴性・協応性の低下など

いわゆる体力不足が引き起こきれる．

２，骨・関節への影響（AffectofBoneandJoint）

頚骨その他の骨がもろくなる,Caが尿から排世

される，靭帯が萎縮する，弾性低下,関節骨面の粗

雑化などが引き起こされる．

３，酸素運搬への影響(AfFectofOW9enlr劃卸創tatiom

酸素の運搬能力,酸素の供給能力が低下する.さ

らに.心臓収縮力,血管弾性や血液量低下で抗重

力性が弱くなり，起立性めまいや失神が起こりや

すくなる．

４，運動欠乏症状（DeficiencyDiSeaseofExercise）

無気力,あくび,睡眠障害,疲労感,倦怠感,頭

痛などが頻発する.同時に浮腫,動惇.胸部圧迫感，

呼吸困難感（息苦しさ）やめまいなども現れやす

い．ざらに運動不足は,体力低下,腰痛,肥満,動

脈硬化につながり，情緒不安定になると肩こりや

食欲不振を引き起こすようになる．

５，気力･精神力欠乏症状①eficie“yDiseaseofVi90r）

運動やスポーツ実践に伴う注意.予測,判断，

集中力や気力といった精神的緊張感が低下してく

る．また,運動をすること自体は代謝を促進させ，

汗をかき，神経を使うといった快適性,開放感,調

整する喜びや快感を得ることである．

Ⅳ，体育・スポーツ教育の基盤となる核は何か

１，教育基盤は身体である．（生理学・バイオメカニ

クス・運動学・心理学）

身体は意志が働き，筋収縮による関節運動がなけれ

ば動かない．（個人：人格の形成）

２，身体のどこか．（生理学・バイオメカニクス・

運動学・心理学）

身体を栂成している全器官が働く．運動・動作に関

わる重要な器官は感覚器官,脳,神経,骨,関節,呼吸器，

肺,心臓,血管,血液や代謝に関わる栂造と機能である．

３，－人ではできない．（心理学・社会学）

仲間や相手が必要であり，個人および集団とのコ

ミュニケーション能力が重要となる．従って人間の理

解,協力・協調する力が必要となる．

４，動物的本能を確かめる．（生理学・心理学）

ヒューマンとして,動くことの本能や生体を自然界

に解放し，自由に動かせることの情緒や身体感覚など

の感性（心身の快感）に触れる．また,人類の運動適

応性の限界に挑戦する精神，目標の達成感や運動経験

を通して自己の人生観を創造する．

５，身体教養を高める.(生理学･心理学･社会学･哲学）

知覚一運動行動の媛適化に根ざした運動学習によっ

て,高い水準の幅広い身体教蕊を獲得する．（高い人

格の形成）
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体育・スポーツの独自的教育機能

Ｖ，人間の運動行動の生理学的価値と協応能

体育の教育的本質は民族文化の伝承と新たな人類

平和の開発に役立たなければならない.人間が人間の

社会や文化を形成している以上,そこに息づいている

人間の生命力,知力や社会的規範の存在価値が問われ

る．人類社会を大まかに捉えたとき，人間一人一人の平

和・幸福が最も身近で分かりやすい学校教育目標とな

ろう．体育学が人間の身体を対象とした学問である以

上,身体を媒体とした人間形成を基礎陶冶とし,人類の

平和や個々人の幸福に直接貢献できる教科として,極

めて価値が高く，重視きれるべきである.具体的には人

類の生存に関わって,生殖機能の水準や身体を構成す

る脊髄系器官の細胞の生命力発達水準をいかに高め維

持させるか（体育），大脳新皮質系細胞の質と生命力に

関わって知的機能水準をいかに発達させ維持させるか

(知育），そして,大脳辺縁系に関わっていると言われ

る情動脳の発達水準など（徳育）の領域である．

恩師萩原仁は2008年12月に91歳で亡くなった８０

歳の傘寿の祝いの時.愛媛大学で開催された中四国教

育学会で発表した.そのとき，ほんの少し大脳の中がわ

かってきたよと著者に話した.著者の専攻科時代は,麻

酔したウシガエル,ネコやイヌを対象に左脳を人差し

指で除脳し,右脳半球の海馬回にカシューを使って作

成したガラス電極を刺入し､前肢筋群への電気刺激反

応を描記し,反応の起こる脳細胞の部位を確認する実

験を繰り返していた．人間解剖は出来ないので,頭部

に銀円盤電極を粘度で固定し,パーシュートローター

や両手協応作業器を使って円,菱形や方形追従作業時

の脳波を記録していた.萩原の恩師である脈管学の権

威西丸和義博士が広島大学の萩原研究室に来室された

時,萩原の脳波と学習の成果報告を側で聞いていた.後

になって，これらの実験は人間の協応能という概念の

明確化に接近することと教育で言う自己実現活動の理

論を検討するための重要な実験であったことと理解し

た.萩原（1993）は大脳の前後断の論述で知覚と連動

の機能の概念は従来から前後と認められているが.こ

の概念は大脳と小脳の関わりについても当てはまり，

主として運動システムにおける関係であるが両者はそ

れぞれ独立していて随意性，自動的に関して協応して

いると述べている．また．「左右断と協応」の論述では，

ダンスや音楽などの非言語系通信を課題にする時,右

半球の意識は言語表現が被溌されているが,たとえ言

語によるコミュニケーションができないとはいえ.左

半球のWemicke中枢に対応するところにメロディに

反応する部位があり非言語系通信の前提となるベース

があるとしている．分離脳および上下断と協応能の関

係という観点からすると.右半球は失語症的な話さな

い心が話す心から分離している場所ということができ

る.両半球間には両者をつなぐ,解剖学的には交連とい

われる構造がある．この構造の中の脳梁に電極を当て

て電位の流れを測定すると,双方向性で,両半球には密

接な交流,すなわち相補関係がありいわゆる協応作用

がうかがわれる.つまり，分離独立性という局在性と相

補相関関係という全体連関性が互いに情報の交流を織

りなしていると述べている．かくして,協応能の原初的

形態は脳の前後,左右,上下の解剖学的構造に依存して

いることをうかがわせるのである.例えば,体育の示範，

示演にあたって「よく視なさい」「よく聴きなさい」「コ

トバでは説明できないが.この動きの背景にあるもの

を考えなさい」といった説明は脳の上下,前後.左右を

ゆさぶることになり，「わかる」ことへの手続きになる

訳である．このように協応能の概念は目と手の協応,四

肢と躯幹の協応というような行動科学的な要点を表す

概念ではあるが,これらの行動を駆動する目的や目標

の内的背蹟については明確な位置づけをしていないこ

とに気づかねばならない.いうまでもなく，協応能は動

作技術とか,スキルの内容を対象とするが,その目的設

定については,換言すれば,考えることや知ることにか

かわる洞察とか検知とかの高次機能を明確にする手続

きがなされていないのである．鹸近の前頭葉研究では

此の点に関する近接であり．例えば,知覚における統覚

といったような高次機能を対象としていることを報告

している．

MOtorSk1lやExerciseSkillの用語は一般的には運

動技能という幅広い概念を有している．萩原の言う協

応能は大脳生理・神経心理学的側面から追求された知

覚一運動行動の統合化された概念であり，多くの人間

を対象とした運動学習実験や授業実践研究から導き出

きれたものである．神経細胞の膜内外における電位の

有様をようやく解明して,生物学的電気緊張論や膜説，

分極一脱分極論は遺伝情報論とともに,知覚の積分作

用を説明するにいたった．これらのことは,K,Meinelや

Schnabelのいう運動学習の３段階に対応する知覚の３

段階論を構築することになった.従って．「たのしい体

育」論の楽しさは運動自体の快反応レベルでの楽しさ

と，その制御段階における誤反応捨象の喜びと.動作獲

得を達成した自動化・適応段階における楽しさの３段

階論に階層化される.それにも拘わらず,時として楽し

い体育論がプレイにおける相互規制に基づく楽しきの

抑制課程を無視した楽しさ論に陥ったり，苦と楽の二

者択一方式に固執する教科教育論者が極めて多い．こ

れは知覚の発達様式を否定した論議であり自らが体育

教育を否定していることを意味する．

７
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表３体育・スポーツ教育の具体的な学習目標：四大運動・動作能力（杉山允宏2010）

運動・動作の様態体力の要素運動能力の要素

ConditionsofMovementPhysicalFitness SkilIorEnergy

年齢や運動の種類に応じた

(1)素早い運動・動作（敏捷性）（MotorControlAbility）

（AgileMovement）AgilitySpeedSkilledFactor

(2)巧みな運動・動作（協応性・巧織性）（MotorControlAbility）
（SkillfuIMovement）Coordination ・SkiIledFactor

(3)力強い運動・動作（瞬発性）（PhysicalWorkingPower）

（DynamicMovement）PowerEnergeticFactor

(4)持続的な運動・動作（持久性）（PhysicalWorkingPower）

（DurableMovement）EnduranceEnergeticFactor

これらの運動はA・流暢に(F1uently)B,調子良<(RhythmicalIy)C,優雅に美しく(EIegantIy･BeautifuIly）

D､見通し良く（lnsightfuI・Anticipation）遂行されることが重要である。

BasicFitnessFactor:平衡性（Balance)、柔軟性(FIexibility)､意欲(WilI)、判断(Judgnent）

●

●

Fig.２Fourbigabili可ofmovementandactionacqUired

inphysicaleducation(MasahiroSUGIYAMA2010）
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おわりに

萩原と調枝（1976）は運動の新学習における陶冶シ

ステムは（１）巨視的な基礎的動作課程の獲得時期

(2)知覚一運動行動内容の矯正期：精綴化および分化

の時期（３）運動の自動化,安定化：変化する諸条件

に対する定着と適応が認められる時期の三つの位相

をシステムとして捉えている．著者（2001）は柔道技

能水準の異なる選手相互の試合時の微細な動作分析

(1976），地方大会から日本選手権大会で出現した柔道

のゲーム分析（1973），ダグラスバッグ法による柔道

実施時のエネルギー消費量の定趣実験（1988～1998）

などから,柔道技能の習熟過程には下部構造,中間構

造及び上部構造の三構造から成り立ち,上部柵造の熟

練者は自動化・安定化した拘束性や制約性の高い得意

技を形成するに至り，技能発揮形態は超精密系を示す

ことを報告した．

これらの成果を踏まえ，表３及びＦｉｇ２に著者の体

育･スポーツ教育の具体的学習目標をまとめてみた.体

育・スポーツ教育は,人類の平和と個々人の幸福を最

終教育目標に掲げ,年齢や運動の種類に応じて

（１）素早い運動・動作(AgiIeMOvement）

（２）巧みな運動・動作（SkiIIfuIM◎vement）

（３）力強い運動・動作（DynamicMovement）

（４）持続的な運動・動作（DurabIeMovement）

の四大運動・動作能力を高める学習を中心に展開され

るべきである．（１）と（2）は運動制御能力（調整力・

神経一筋連関機能系)，(3)と(4)は身体作業能力(エ

ネルギー出力系）の要素である．これらの能力を運動

学習によって高めていくことが重要である．

教師が学習者の運動・動作能力を観察するとき，こ

れらの運動･動作が表裏一体として統合された形でＡ，

流暢に（Fluently）Ｂ,調子良く（RhythmicaIly）Ｃ,優

雅に美しく（E1egantly・BeautifUlly）しかもＤ,見通

し良く（InsightfUl）遂行されているかどうかをみる

視点が重要となる．またその移行自体が運動・動作能

力でもあり，身体教養を意味する．尤も，身体教養と

しての平衡性（Balance）や柔軟性（Flexiblity）ある

いは意欲（Will）や判断（Judgment）といった精神

的な力の要素が重要な基盤であることはいうまでもな

い．さらに,運動成果や競技力に関わってくると．個々

人の技能（Personalskill）が統合されて発揮きれる集

団技能（GroupSkill）の学習が重要となってくる．こ

のようにして,個人やチーム独自の得意技の形成をめ

ざした運動学習が重要であり，それぞれの技能を客観

的に測ることのできる内容を重視した体育授業の展開

が顕現されなければならない.そして,運動・動作の

実践と健康・体力の保持増進の思想を育て,生涯にわ

たって運動・動作やスポーツを実践する生活習慣を育

てることである…

運動やスポーツは仕事から解放され,そのこと自体

は楽しいことである．しかし，きつい,耐える．克服す

る,我慢する,辛抱する,挑戦することでもある．人間

として,動ける力,耐える力,辛抱できる力がどれく

らいの水準であるのか,身体的および精神的な力が測

れることを重視した体育やスポーツ教育の実践が重要

である．なぜなら，個々人が確かめた自己の運動・動

作能力水準が基準となって初めて，目標が定まり，人

格を確認できるからである.大脳で知覚し,長期・短

期記憶を介した憎報処理に基づいて,筋が収縮し,関

節を動かし,身体運動を成立させて初めて助ける力や

迩励遂行能力（Perfbrmance）の水準がわかる．様々

な運動・動作は様々な意志を伴って発現されており，

人間機械（HumanMachine）としての精綴性に価値

がある.巧みにできるか,流暢にできるか，ダイナミッ

クにできるか.持続してできるか,我々は運動・動作

やスポーツで発揮される卓越した得意技に感動し，人

間の身体教養の高さに魅力を感じて生きている．
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